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放置竹林の若竹を漬物として加工

　　

日本各地で問題になっている放置竹林や竹害対策のため

のメンマの加工販売

         (公財)静岡県産業振興財団　令和２年度  SDGs貢献企業支援事業

所在地 〒420-0816 静岡市葵区沓谷5-1-6 代表者 代表取締役 小泉 幸雄 設立 2007年5月

資本金 ３，０００千円 従業員数 １６人 事業内容 漬物製造業

事業の目的

事業の概要

SDGs達成に向けての成果 静岡めんま新パッケージ

荒れた放任竹林

採取した幼竹

静岡市をはじめとする県内の竹林で竹を収穫し、「食べること」で放任竹林整備につながる「静岡めんま」

と銘打って、行政とも連携しプロモーションを行い。放任竹林という顕著で普遍的な地域課題を、世界共通

の「食べる」を通じて解決することに加え、住民、企業、団体等が身近な課題として放任竹林に目を向け、

解決する。

地域課題が「食べること」で解決につながることをわかりやすく伝え、放任竹林整備

に取り組む仲間との絆になる。取組の輪を広げて行き、今年は静岡市と協力しな

がら、児童・生徒・学生等へ本活動の啓発を行う。来年以降は、授業カリキュラム

や自治会・町内会活動へ位置づけ、仲間を増やしながら、放任竹林を整備する。ま

た、県内大手スーパーとプライベートブランドによる販売や国内大手の食品販売店

と取引の商談を進めている。

県内放任竹林の整備を、環境、経済、社会の三側面から捉え、持続可能な好

循環を生み出している。放任竹林整備に取り組む仲間の増加、ＳＤＧｓ情報誌

への掲載を追い風に、本活動の収益の一部は、女性や若者、ハンディキャッ

プのある方、高齢者などの新たな雇用に充当する。「食べる」を通じてＳＤＧｓ

の理念をわかりやすく伝えることで、個々の力を結び、大きな力として放任竹

林整備、SDGｓの目標達成に繋がる活動となっている。

成果からみるＳＤＧｓ達成Ｇｏａｌｓ


